
展示会いろいろ① 

《展示会とは？》 

市中に 市 立ちゃ、人で賑わうが、世の倣わし…。 

これから お話しするのは、市は市でも業者用。 

卸し売り業者サンや小売り店サンが、売り物となる

商品を求めて集まる『展示会』についてです。 

なにをかくそう、わが社がここまでやってこれたの

も、くだんの『展示会』でたくさんのお客さまとお

知り合いになれたから…。 

というわけで、展示会よもやま話。話のタネにいか

が？ はじまり、はじまりぃ～♪ 

 

《ハジメに○○ありき…。》 

まず、商談に必要なのが、売り手（出展者）と買い

手（来場者）。 

過去にどのくらいの出展者と来場者があったかが、

展示会の人気の目安。 

とはいえ、今は日本一の東京ギフトショーも、最初

からそうではありませんでした。（日本一といっても、

ギフトや雑貨の分野での日本一。） 

弊社がはじめて出展したのも、十年以上前のことで

す。 



世界中から人が集まるというドイツの某展示会は、

常に満員御礼。 

出展したい人は空き待ちです。ついでにいうと、屋

台の席も おしくらまんじゅう…。注文・調理にくわ

え、水を配る係も必要だとか…。 

 

《ハジメの一歩》 

※以降は、弊社が毎回 出展中のビジネスガイド社 

主催『東京ギフト・ショー』（ただし、東展示棟） 

を基本とした内容です。他の展示会とは異なると

ころもあるはずです。あしからず…。 

まず、出展したい人は 主催者サンにお金を払い、

会場となる東京 国際 展示場（ビッグサイト）内に

展示用スペースを確保。 

このスペースを『小間』または『ブース』とよびま

す。 

１小間は、幅３×奥行き３×高さ２・７メートル。 

(小さい小間もあり。あと、展示会毎に違います) 

十数年前の初出展 以来、１小間でがんばってきま

したが、商品数の多さから音をあげ、数年前から２

小間。予算は倍ですが、効果アリ！。 

さて、春のお花見でも大事なのが場所取りですが、



大手サンが最優先。 

10～20小間 使うわけですから、虫食いだらけにな

る前に選ぶのはトーゼン。あとは抽選です。(勝敗は

時の運？)  

 

《小間のセッティング、もとい設営》 

道ばたで露店をひらくとき、じゅんびするように、

展示会も前の日にじゅんびが必要。大手さんは自分

で業者を指定、専用のセットを設営しますが、ふつ

うは 主催者サン指定の業者サンに依頼、電源・照

明・展示用の机や棚・イス・消火器・弁当など、も

ろもろを用意してもらいます。（有料） 

申込書や届け出書を、期日までに郵送！ 

 

照明や展示棚の配置は、小間の略図に記号 

などを書き入れて指定。色を使うと親切？ 

（業者さんも人間。ときにはミスも…。） 

 

《展示について》 

展示物の多いわが社は、数だけならば数百種類！ 

『いざ、展示！』というときも、時間不足は確実で

残業届け必須。 



一個一個 箱から取り出して包装をはぎ、バランス

よく配置するのはタイヘン！ そこで、少しでも手間

を減らすため、あらかじめ展示物をむき出しにして

エアーキャップ（ぷちぷち）で軽くくるんでおきま

す。 

（グルグル巻きにすると かさがはってタイヘン！ 

また、セロテープをベタベタ貼ると はがすのが面倒。

特に危ないものだけを厳重梱包。） 

堅いハコものは、おなじもの同士でつめて、スキマ

をクッションで。 

小さなものは、ぷちぷちをしいた仕切りつきお菓子

箱に入れます。 

さて、意外とバカにならないのが値札立て。置くだ

けで、小さな展示物が見えなくなったり、展示用の

スペースが半減したり…。 

そこで最近は、値札をラベル印刷。展示物に直接貼

ります。 

凹凸があってはがれそうなら、値札ラベルを厚紙に

貼った裏にセロテープで輪ゴムをつけ、くくりつけ

ます。（インクを焼きつけただけのラベルは痛みやす

いので、荷造り用の透明テープなどでカバーすると

ベター。） 



ヒモつき値札にラベルを貼ってストラップ風につ

けてもヨシ。難しいなら 展示物に輪ゴムをはめ、そ

の輪ゴムに…。Ｔシャツ類は、新型 安全ピン♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近は、分かりやすいよう専門用語を一般的な言葉

に置き換えてます。 

『参考 上代』→『希望 小売 価格』・『下代』→『卸

値』など。  

 

《小間の撮影》 

 たとえ次回の陳列の参考にするための自社小間撮

影であっても、事務局に連絡して許可をとり、警備



員サンにつきそってもらう必要があります。 

なぜ、そこまで？と思われるかもしれませんが、ア

クセサリー等のデザイン盗用 防止が目的のようで

す。 

デザイナーさんの苦労のたまものが、お披露目の場

を利用してコピーされてはたまらない…と。宝飾メ

インの西棟は、特に厳重なもよう。 

 

《搬入日（はんにゅうび）》 

展示見本や配布サンプル、事務用品などを会場に運

びこむ『搬入日』は、基本 展示会 初日の前日。（設

営業者サンは、そのさらに前日にトンテンカンテン

♪ 小間に着くと、嵐の後の静けさ？ を感じます。） 

さて、カンジンの運送手段ですが、業者サンに依頼

して小間まで直接 配達もヨシ、自前でがんばっても

ヨシ☆ 

かくいう我が社も、かつては車と宅急便！ 

脚立の脚が車の窓を割らないよう、小さいダンボー

ル箱を縦に組み合わせたのも、いい思い出…。 

基本は、会場地下の駐車場に車を駐車。（エレベー

ター付近がベター） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台車に荷物を乗せ、エレベーターで１Ｆへ昇り、ホ

ール内の小間に届けてはトンボ帰りの、ピストン輸

送。2020現在、原則 禁止…。（１Ｆ外に駐車、搬入

出用シャッターからホールに運び込むことも可能） 

エレベーターが搬入用としては小さく、いつも列に

並んでは待ったものです。（余談ですが、折りたたみ

式の台車は、チョー便利！） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台車や脚立は、似たようなデザインが多く、ウッカ

リ他の方のを持っていってしまう方も…。 

ときどきアナウンスがかかってますね。 

『○×さまの台車を借りた方。ただちに返却して下

さい。』 

見まちがわれることのないよう、シールや名札を貼

っておきましょう♪ 



 

あと、こればっかしは運ですが、小間が搬入搬出用

のシャッターに近いと、秋場は さむ～い風がびゅー

びゅー入ってきますので、ジャンパー必須。 

（お外の喫煙所から モクモクがながれてくること

も…。） 

昔は段ボール箱で荷物を運びましたが、今は『パタ

コン』なる、折りたたみＢＯＸを使用。（組み立て後

に、底板↓をはめないと倒壊のおそれあり！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



荷物をつめるだけ つめたら、専用のストッパーつ

き台車に段づみ、でっかいラップを巻いて倒壊防止

＆ホコリ対策。（上にもかぶせるとベター。）業者さ

んを待ちます。大きな荷物は集荷前日にレンタルの

コンビテナーを配達してもらって搭載。（コンビテナ

ーは、タイヤの大きさ、もとい床高が機種ごとにビ

ミョーに違い、コッチに載せるとトラックに積める

のが、アッチのに載せると積めなかったり…。ご注

意！） 
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（↑は倉庫に置いた状態で手抜き。運ぶ際はＢＯＸ

間にフタが必須！） 

会社前の道路にトラックを横づけしての積み込み

は、歩行者に迷惑。サイドミラーをたたんだり、進

路をふさがないようスキマをあけるなど、注意が必

要です。（誘導はプロでないとかえって迷惑＆キケ

ン！） 

 

カゴ車もベンリなようで、よそ様に見習い次回から

試すつもりです。小間に運び込み、車輪どめをＯＮ！ 

ラップをはずして陳列開始～♪ 

 

《搬出（はんしゅつ）》 

最終日のお片付け、『搬出』のタイムリミットは、

午後４時の閉会から６時までの２時間！ 

ぶつかりあっても壊れないもの同士で同じＢＯＸ

にバサッと つめこむなど省略はしますが、展示物が

多いわが社は やはり時間不足。 

そのため、案内状で告知してますように、午後３時

から片付け開始！ 

モチロン、通路にはみ出して荷物をおくなどの迷惑

になる行為はさけて、ヒッソリと…です。なにより、



あんまり早いと主催者サンに失礼になります。 

さて、閉会時刻が近づき客足もまばらになってきた

ら、お披露目が必要な新製品とカタログを残して、

ドンドン片付けます。トーゼンですが、壊れやすい

ものを下にしくのはＮＧ！ 急ぐとはいえ、慎重に…。 

（帰ってから整理すると二度手間ですが、ないソデ

はふれません。） 

まぁ、今でこそ二時間ですが、昔は ５時閉会～６

時撤収の１時間…。出展者と設営業者サンが押しあ

い へしあい、平行作業。天国と地獄！ 

 

《ビラ配り の こころへ？》 

会期中は、新製品のお披露目に加え、その場で注

文を受けたりで、てんやわんや。 

まぁ、おとずれる方の大半は『とりあえずパンフレ

ットだけでも持ち帰って、あとで検討しよう。』って

感じなんですがね。それでも、毎回 出展しているオ

カゲで、それとなく信用もついてきています。 

 

さて、今でこそ慣れたものの、ハジメは右も左も分

からない…。通路をゆく方に、ビラを渡そうとしち

ゃ逃げられて、そのたんびにガックリきたもんです。 



でもまぁ、何年も出展してると、さすがに気づいて

くるもので、足を止めたからって すぐ声をかけちゃ

いけないことが分かってきました。 

なにせ、こちらをのぞきこんでる中には『今は関係

ないけど、後学のためにのぞいてみようか。』という

方もけっこうな割合でおられます。 

最近では、来場者 数万人の中にウチと取引する可

能性のある方は１％以下、ということを念頭に置き、

肩の力を抜くようにしてます。 

つまり、誰か来ても 最初は様子見…。長居するよ

うなら案内させていただきます。もちろん中には「ち

ょっと見させてください。」とハッキリおっしゃる方

もいて、そういう時は そっとしておきます。 

「（パンフレットを）一枚ください。」と言われたら、

どうぞどうぞで、なにか聞かれないかぎりは つきま

とわないように気をつけます。 

 

もとはといえば、飛び込みのセールスじゃ効率 悪

いから、展示会が重宝されるようになったわけで…。 

なにしろ、飛び込まれるほうは どこの馬の骨がや

ってきたかと、疑心暗鬼にもなるし、飛び込む方も 

イチかバチかで飛び込んで追い返された日には、泣



きたくもなる。（大手の幹部候補生は、修行で突撃？） 

 

その点、ちゃんとした展示会なら、売り手（出展者）

の身元は主催者が調査済みだし、過去にそれなりの

実績（来場者数）のある展示会なら、出展すること

で売り込むチャンスも見込めようというもの。 

実際に商談してみて、折り合いがつかなければ そ

れまでのこと…。 

よくできたもんです。 

中にはハッタリや、詐欺師の方もおられるとかで、

掛売りは、特にご注意！ 

何回か小口の取引（現金払い）で信用させて、ドカ

ンと大きな取引（掛け売り）でだまされたなんて話

をニュースでやってましたが、あんなカンジ？ 

 

《小間での演出》 

 今は、商品でもある『手すきの紙』にお習字した 

ものを衝立（ついたて）に吊るす程度ですが、 

昔は、発泡スチロールの看板や額入りのポスター 

なんかで小間をデコレーション。脚立にのっての 

セッティングはタイヘンでした。 

品物を並べるだけで手一杯ということも 



ありますが、何年も出店しているうちに 

それなりに名前が売れてきたのも事実…。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お香の実演は、灰皿スタンドを使用。フタをはずし、

タバコの灰をためるための容器に受け皿を設置。竹

芯香を焚きます。（お香の先端が、お客さんや周囲の

可燃物にふれないよう、現在はビン香炉を使用中。

2020年現在、裸火を用いた実演は条件が厳格化…。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



そうやってお香を焚いてると、集客効果バツグン！

…とまではいかなくても、関心を持つ方も 

それなりで、竹芯香の使い方を説明する際にもいい

見本となってます。 

広い会場で目をひこうといっぺんに複数を焚いた

ら苦情がきたこともあり、（食品関係？）以来 一度

に焚くのは一本のみです。 

消防署サンのチェックも毎回 ビシッ！としたもの

で、ちゃんと消火器を備えているか、まわりに燃え

やすいものがないか、何を焚くのか、道具は何か…。

こちらも身が引き締まります。 

最近は、手打ちのリンの『トンテンカン！』を 

ノートＰＣで流してますが、思った以上にいい宣伝。

映像の力はバカになりません。 （毎度おなじみの音

楽は、打ち消されるため、休止中…。） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《老山 白檀 あれこれ》 

白檀（びゃくだん）はいい香りがする木、香木（こ

うぼく）の一つ。 

仏前で焚く『抹香』や『お線香』、『扇子』『仏像』

の材料として有名。 

同じ白檀でも、インドのマイソール地方産は、油タ

ップリ♪ 他の地方の三倍以上、他国産の十倍以上の

油量をほこります。（オマケに成分も異なるとか…。）

ただ高価なだけあって、購入には注意が必要。 

あるときなど、通りすがりの来場者さまが お連れ



さまに講釈されているのが耳に入ってきて大慌て！ 

｢あれ、（きっと）ニセモノだよ。昔、（よそで）だ

まされたんだ。｣ 

大急ぎで｢ウチのは本物ですよ～？｣と弁明しまし

たが、以来、自作のパンフを用意。これが意外と好

評ですぐはけるのですが、プリンター印刷だとワリ

があわず、企画会社と相談して本格 印刷。 

その際、商品に添えようとツイデに刷った 

ミニ注意書が大当たり♪ 品名ラベルも貼ると、 

見栄えがまさしくダンチガイ！（説明イラズで売り

やすいのかも？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《アンティーク＝インテリア？》 

本来なら骨董品をあらわす英語『アンティーク』で

すが、日本では『インテリア』の意味合いで使われ

ることも多く、ムード作りに役立てば、その真贋（し

んがん）を問わない風潮があります。 

賓客の接待に使う高級レストランならまだしも、た

まに家族で行くところの『それ』が本物かどうかな

んて、聞くだけヤボってもんです。 

なにしろ、ホンモノの『アンティーク』は、高価で

ニセモノもあるほど。ものによっては、文化遺産で

国外 持ち出し禁止。昔 作られたってだけの家具で

も、入り値で？万円ですから、必然、ワザと野ざら

しにするなどして こしらえた『アンティーク風』の

もの（安い！）が買いやすいわけです。 

あ、モチロン、きちんと説明した上でお買い上げい

ただいてますよ？ 

骨董品（？）に限らず、木製品にひそむ虫や虫の卵

は、頭痛のタネ…。電子レンジでチン♪なんて荒業

もあるのだとか。（金属は×！） 

シンナー系塗料が使われてたら大問題ですが、イン

ドではテロ防止に厳重な保管義務があり、天然系 塗

料のほうが使いやすいそうです。 



《特価品・事始め》 

お次は、特価品にまつわる話をご紹介♪ 

『ヘム チャンダン香』のお徳用（百本入り）は、

人気商品ゆえに箱不良が五百個もたまったことがあ

りました。（たまったもんじゃない？） 

そこで、中のお香を取り出し、チャックつきビニー

ル袋に三個分 入れ、ラベルを貼って特価で販売した

ら大ヒット！ 

喜んでいいんだか、悲しんでいいんだか、今では半

ば定番商品。（そのぶん、良品の売り上げは減少…。

うまい話はありません。） 

 

このあたりは、『香りのツボ・香油セット』も同様

…。『素焼きアロマポット』のちょいワルにラベンダ

ー精油１ミリをセットしたら、中ヒット！ 今では専

用ラベルをこさえ、良品を売る始末…。 

 

お香は香皿と、香皿は お香とセットだと、売れ行

きがダンチガイ。（完結したものが好まれる？）クリ

スマス ギフトや福袋、サービス品（無料配布）にも

およびがかかります。ただ、そこで大事なのがラベ

ル！ 



たいていは売り場に見本を置かれてますが、それで

も最低限の説明は必須。 

まぁ、特価であれ なんであれ、本当にほしい人の 

手に渡って、みんながハッピーになるといいなぁ、 

と考えるものであります。エヘン！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

《掛け値なしの掛け売りナシ？》 

弊社では基本、『代金 引き換え』か『前入金』のみ

…。『掛け売り（後払い）』ＯＫは、お取引 数回 以

降の審査後です。 

 



最初から掛け売りＯＫなら、もっと商売も拡大した

はずですが、同時にコゲつきも かなりのものになっ

たハズ…。オマケに、チャント審査した後でも、連

鎖倒産となれば どうしようもありません…。 

そのため、「なんとか、掛け売りしてもらえません

か？」とのおたずねにも、「なりません。」の一点張

り。 

 

《会場で発注された場合の納期》 

昔は会場で受注したその日に出荷をこころがけて

いましたが、今は特にお急ぎでないかぎり、翌週 出

荷。（ふだんは、可能な限り即日！） 

ご出展・ご来場ともに、営業まわりや社員旅行を兼

ねての上京も少なくなく、ときには｢帰らないうちに

届くと困る。｣といわれることも…。 

また、大きなものやかさばるものをご発注の方から

は「倉庫を整理する必要があるから、遅めでヨロシ

ク♪」なんて言われることも…。 

翌週出荷とはいえ、着日を指定する場合は 受注が

たまるごとに一日ずつ 着日をずらしていかないと、

おしりに火がつきます。 

 



《カタログ作成録 その壱・へ文字？》 

文字色は社長直伝、原則『黒』。『白地に黒文字』が

イチバン読みやすいからです。「ココだけは、目立た

せたい！」というとこは『赤文字』。ワクなどは、色

がこいと目が疲れるため、色を５０％に。(白黒と違

い、インクの節約にはなりません)書体も、変わった

ものは読みづらいため、明朝系かゴシック系を愛用。

（文章の同じ行で変更はＮＧ？） 

みやすい書体、大歓迎！ パッと見が大事☆ よくよ

くご案じめされぃ。ＡＲ丸ゴシックＥか、近い書体

ＨＧ丸ゴシックＭ-ＰＲＯ。 

 

十数年前はパソコンも性能が低く、社長がフゥフゥ 

言いながら、限られたスペースに商品の情報を詰め 

込もうとしては、目を いためておられました。 

今はその役目も私にバトンタッチ。当時の社長の苦

労とはくらべものになりませんが、展示会前後は、 

目を酷使しないよう注意します。（タイマー必須！） 

 ブルーライトを防ぐメガネやフィルター、疲れ目用

の目薬が必須となってますが、顔面も焼けるので(夜

中にかきむしる羽目になるので、)溶接工サンのシー

ルドを紙で自作しても◎。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《商品の撮影》 

肉眼とカメラでは見え方がちがってまして、うっか

り近くから撮影すると、イザＰＣで画像を加工する

ときショックを受けます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

距離をはなしてズーム撮影がベター。（上から撮る

なら、危ないけど脚立？） 

また、アルミや真鍮など金属ものは、カメラマンの

顔や周囲がカガミのように映ります。（よく見ると顔

が！ 心霊写真？）最近は、蛇口撮影のプロに依頼。 

いい仕事してます♪（カメラも特殊だそう…。） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《写真の加工》 

パソコン上で写真を加工するさい、拡大していくと 

だんだん ぼやけ、最後は方眼紙のマスに色を塗った

ような、モザイクになります↓ 

 

 

 

 

 

 

 



撮影に使うデジカメの画質設定を高画質にしてお

けば、ぼやけずキレイに刷り上がるのですが、へた

をすれば、データが大きすぎて印刷できなかったり、

メール添付の際 送付に失敗したり…。 

だからといって低めの設定だと、いざ印刷してみた

らぼやけてた、なんてことも…。 

ですので、まずは高 画質で撮影し、パソコン上で

ほどよい画質（低 画質？）に加工。データ容量を小

さくするのですが、加工したものは別名で保存、原

型は温存しとかないと刷り上りを見て泣くことも。

（昔は確認メッセージが出ず、ウッカリミスもしょ

っちゅう…。） 

 

さて、印刷でバカにならないのがインク代。プリン

ターは自動機械のため、 

真っ白でない部分は（それがウスイ灰色でも）必ず

インクを使用。ために、いらない部分は、囲んで

Deleteするか、ＲＧＢ全てが 255の『完全な白』で

ぬりつぶします。（インク節約）ただし、後者はその

つど色をチェックしないと危険。バケツは複数回使

う必要がある模様で鉛筆かブラシがベター？魔法の

杖なるベンリなツールもありますが、ウッカリする



と、大事な部分まで消えます。何回か試すと、うま

くいくこともありますが、うまくいかなくても、消

しゴムツールでかこまれた中で消したい部分だけ消

す手もあり。 

 

《カタログ印刷》 

お次は印刷。技術の発展は日進月歩…。かつては、

インクジェットのプリンターで、百枚 刷り上るたん

びに紙を手さしでセットし、ときには日曜出勤。今

は一度に五百枚を印刷可能なレーザープリンター。 

（それ以上、または立て続けに刷ろうとすると、商

品写真をたくさん載せてる影響で、プリンターの処

理能力をオーバー。ストップ！） 

 

《カタログ、とじとじ…。》 

紙と枚数によっては、ふつうのホッチキス（と針）

ではとじれません。弊社で使用中の用紙だと、十番

の針で十枚前後が限界です。 

絵の具や色鉛筆のように 品種が何十種類もある商

品の説明ページは、必要ない方にはムダなため、別

紙として綴じたり、省略したり…。 

綴じる際は、指サックはモチロン『従来の？％の力



でとじられる！』ホッチキスで疲労を予防します。

（発明した人、ありがとう♪）あと、ホッチキスで

とめるところの周囲は見えなくなるため、あらかじ

め気を配ります。 

とじた一部は、お客様が棚に保管しやすいようカタ

ログケースにセット♪(※2020年現在、ケース廃止。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《小間番号のごろ合わせ》 

２小間の弊社では、他社の演出に気をとられてウッ

カリすどおりされてしまうご来場者サマも…。 

なにしろ、弊社が通常 出展する東展示棟５ホール

は、おとなり４・６ホールと仕切りなしで広大面積。

テクテク往復して目当ての品を探すのは重労働。   

案内状を受け取ったお客様から『会場には行ったけ

ど、（おたくの小間が）見つからなかったよ～。』と

言われたり。 

 

以来、案内状には小間番号の語呂合わせを掲載☆ 

５４２７→５（こ）４（し）２（に）７（な）。 

お（こ）(し）(に）(な）って～♪ …く、くるしい？！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《あるとナシでは、大違い～☆》 

毎度おなじみの粗品ですが、タダである反面「ちょ

うだいな～☆」とは言いづらいようで、気安く声を

かけていただこうと、われらが社長が考えたのが『粗

品 引換券』。 

 

お客様は案内状に同封のそれを、スッ…と差し出さ

れるだけでＯＫ！ 

（案内状自体は、お客様の予定も考慮して、開会２

週間前に発送。）実は、この引換券。ご芳名カードも

兼ねてまして、後述のように礼状にもお役立ち中。

やり方はカンタン。案内状の封筒に貼る宛名ラベル

を一枚 余分に刷っておき、上のご芳名カードのワク

内に貼るだけ♪（下のワクには、小間番号のラベル

を別に刷って貼ります。） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑旧所在地。2020年現在、西習志野１－１－９。 

サイズがちょうど名刺の倍で、ちぎりやすいミシ

ン目つきのため、名刺ホルダーにはせるのもラクチ

ン。お客様の名刺も減らしません。 



横着な話ですが、会期中はまさに戦争。いそがしい

と手抜かりも…。 

 

《礼状》 

 ご来場の方々に感謝を込めて送るのが、ご礼状…。 

星の数ほどある出展者の中で 覚えてもらうために

も、粗品が入れば なおよし！ 弊社では毎回、商品

を同封中です。 

ただし、お名刺をいただいてないと住所不明で送付

できません。 

そこで、ご芳名カードを忘れた常連様のお名前は、

そのつど書きとめ、名刺をきらした方には住所など

を書いていただいてます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《たまにある質問をご紹介♪》 

「どこの製品？」「どうやって使うの？」「材料は何？」

「毎年 出展してる？」 

「おたく、インドの方？」※ちがいます。 

「よく むこうに行ってるの？」 

「会社は どこにあるの？」 

「小売と卸で、掛け率は どれくらい違う？」 

「いくら以上で送料無料？」 

「代引き手数料はつくの？」 

「納期は、どのくらい かかる？」 

「ここに出されてるものは みんなカタログにのっ

てる？」※のってません。 

「注文のやり方は？」「合計金額いくらぐらい（また

は何個）から発注可能？」 

「ＦＡＸ発注用のオーダーシートはある？」「Ｅメー

ルで注文できる？」 

「一個、見本に持って帰ってもいい？」 

「この場で買える？」※原則 禁止。即売会を防ぐた

め。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《忘れ物は、あ～りませんか？》 

会場内のコンビニで買えるものもありますが、転ば

ぬ先のツエ。 

社判を押し済みでないと使えない領収書など、以下 

ご参考までに…。 

 

帰宅後に無人となる小間に張るＫＥＥＰ ＯＵＴテ

ープ。 

名刺とカタログをまとめるホッチキス。（頼まれます） 



いただいた名刺をはせる名刺ホルダー。電卓。 

納品書＆領収書と予備。（社判 押し済みのもの） 

会場用の受注書。（弊社ではエクセルで作成→） 

自社小間 撮影用カメラ。（インスタントでも可） 

前回のアルバム。（前回の配置を参考にするため） 

ＢＯＸティッシュ＆ウェット ティッシュ。 

サンプルやカタログお持ち帰りようの手さげ。 

ゴミ箱。掃除機。（使ったり使わなかったり…） 

床掃除用 粘着テープ クリーナー（名称コロコロ） 

大きいゴミ袋（都の指定なしでＯＫ！ 集めたあとで

分別してくれます。）。 

無地の値札、マジック、値札たての予備。よくはけ

るサンプルの予備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010年 12月 某日 第？刷 発行 

（記事と挿し絵）平野 茂平次 （監修）どくと

る ダン･ヘンケン 

※記事内容は不正確なモノで、独断と偏見がたぶん

(に？)含まれます。 


